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〇旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業に係る住民説明会（１１区） 

 

１ 日 時   令和７年７月１５日(火)１８時００分～１９時２２分 

２ 場 所   １１区会館 

３ 出席者   住民１２名 

        長沼町 齋藤町長 

長沼町産業振興課 柏課長、高関理事、酒井補佐、 

小野係長、伊藤主査、鎌田主事 

JFE エンジニアリング株式会社 西村、津久浦 

        JFE エンジニアリング株式会社北海道支店 山口、黒田 

４ 要 旨 

①審査結果について 

 ・「プレスリリース（契約候補者を決定）」のとおり柏課長より説明 

②事業内容について 

 ・「事業提案書」のとおり津久浦氏より説明 

③質疑応答 

【町民】 

JFE グループは大部門が鉄鋼事業だと認識しているが、今回の植林事業などに取り組む目

的をお伺いしたい。 

【JFEE】 

鉄鋼をメインとした JFE グループの会社はあるが、弊社はその兄弟会社である。JFE グル

ープが取り組んでいる事業でゴミ焼却施設を建設し、燃焼させる事業を行っているが、燃焼

させたものを使ってバイオマス発電を行う発電所の運営を数十年前から行っている。バイ

オマスの原料をどうするかということが課題となっており、今回の植林事業で市町村の森

を再生しつつ、その木材を使ってバイオマス発電を行うということで、森の再生と燃料化を

目的とした事業となっている。 

【町民】 

バイオマス発電というのは、伐採や燃焼に伴い二酸化炭素が発生するため、植林をしっか

り行わないと、再生可能エネルギーとは言えないと思う。バイオマス事業について国内では

失敗が多いと聞いている。そういった点での見通しはどうか。 

【JFEE】 

バイオマス発電については巨額の投資を行い、発電所を建設し利益を得る、これがバイオ

マス発電事業だと思う。当社としても２０１５年頃から、国内の木を伐採して木材を得る他

に、海外から木を輸入して、バイオマス事業を行っている。この燃料となる資源をどうする

かという点に着目することが、今まで欠けており、発電目的で、ただ燃焼させ、そのための

燃料が値上がりし、発電するほど赤字となり失敗することや、海外からの輸入で円安の影響

等を受けているのがバイオマス発電の現状である。弊社がこれから取り組みたいのは、燃料
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の資源となるものを伐採・植林を通じて地域から得て、それを電気として還元する地産地消

を目的としており、その事業を行う上で、地域の森林整備計画に沿って、再植林等を行い、

森林化を行う。このサイクルをしっかり定着させること、そのためにはどうするのが良いの

かを学んでいきたい。 

【町民】 

将来的には発電まで行うということか。 

【JFEE】 

色々な発電事業をすでに行っているが、本事業は地産地消という観点から進めたいと考

えているが、発電所についてはすぐに建設できると考えておらず、どのような形で進めてい

けるか検討していきたい。 

 

【町民】 

この植林面積だと、年間どれくらい木を生産できるのか。 

【JFEE】 

現在明確な計画はない。すぐに植林して、すぐに伐採ということは考えておらず、どれく

らいの木が生産できるのかを検証しながら進めたい。 

【町民】 

外国からの輸入がないと、この広さで燃料化できるとは思えない。そして輸入を行うとな

ると地産地消とは言えないと思う。 

【JFEE】 

おっしゃるとおり、燃料化事業を行うにはこの面積では足りない。長沼町も含めて近隣市

町村でも伐採することを検討している。地産地消とはいえ、長沼町の原木で発電したものを

長沼町だけに提供するという点では、燃料化することが難しいため、広域での実施を検討し

ている。 

【JFEE】 

補足であるが、本事業を行う上で、長沼町が中間地点にある。そこから圏内何ｋｍなのか

はまだ検討中であるが、広域での実施を考えている。各市町村に森林整備計画があり、その

計画に従い、森林再生を行うという目的もある。全国の事例を見ると、ごみ焼却なども各市

町村広域連携で進めており、収集したごみを燃焼し、燃料化し、電気としてそれを供給する

という進め方もある。同じような形で本事業を進めたいと考えている。結論申し上げると、

長沼町だけで完結する燃料化事業ではなく、空知地域等で連携して実施できるように進め

ていきたい。 

【町民】 

広域だとしても、そんなに木はあるのか。 

【JFEE】 

森林簿を拝見したところ、この地域においても、伐期齢を迎えている木がある。しかし、

伐期齢を迎えても活用できていない状況で、放置してある木があると認識しており、このま
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まだと荒地となってしまう。そういった状況なのであれば、その木を伐採し、エネルギーと

して活用し、再植林した方がいいのではないかと考えた。空知地域だけでも数万ヘクタール

程度、そういった木が残っており、建材にならないのであれば、エネルギーとして利用し、

地域の資源にならないかと考えている。乱暴に伐採するといったことは考えていない。社会

的な取り組みということで地域貢献も含めて取り組んでいきたい。 

 

【町民】 

チップの生産方法について、工場を建て裁断するのか、作業車で裁断するのか伺いたい。

また裁断時の音の大きさが心配である。騒音対策に配慮すると記載あるが、どういった対策

をされるのか。 

【JFEE】 

可動式の作業車で裁断することを予定している。騒音対策については、原木の置き場を敷

地境界側に置き、音を内側に跳ね返すことを予定している。簡単なシミュレーションを実施

しており、敷地境界から１００メートル程度離し、影響のない音まで下げることはできてい

る。ただ、音の大きさについては個人差があるので、実際の敷地内で音の測定を行い、対策

したいと考えている。裁断時のすぐ横で観測すると８０デシベル程度である。騒音規制値が

あるため、それ以下になるように対策をしていく。また、時間についても平日昼間限定で行

う。 

 

【町民】 

チップの販売先はどこを予定しているのか。 

【JFEE】 

自分たちで発電して販売するのか、今ある発電所に届けるのか、様々な方法があると考え

る。北海道内でもバイオマス発電所が増えているが、操業が難しく停止した発電所も多く、

我々自身も事業を進めていく上で選択していくこととなる。適切な発電候補地を探してい

きたいと思う。販売先は当面の計画では、近隣に我々が発電所を建て、地域に還元できるよ

うに検討していきたいと考えている。約３０年という長い契約期間をいただいているので、

安定的に事業を進められるよう検討していきたい。こういった地域の話を聞く機会も今後

継続したいと考えている。また、地域の方々と一緒に使い道を考えていきたいエリアもある

ので、何かあればご意見いただきたい。 

 

【町民】 

ゴルフ場内に、暗渠が入っていると思われる。植林したことにより影響があるのではない

か。 

【JFEE】 

暗渠の場所については、造成当時の計画で図面があるため、そこを回避して植林すること

を考えている。暗渠や調整池があり、水量をどう調整していくか、当時に相当考え込まれた
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計画となっていると思われるので、そこに無理をして暗渠の近くに植林をすることは考え

ていない。敷地内すべてを使うということは考えていないので、回避しながら進めていきた

い。 

 

【町民】 

既存林の伐採をし、新たに植林するということだが、針葉樹は育つまで相当な年数がかか

るが、その間 JFE エンジニアリング株式会社が関わり続けるのか。 

【JFEE】 

既存林の伐採を早く進めたいということはない。伐採を先に行うのか、早生樹の植林を先

に行うのか、森林再生をどう進めていくかということを重点に置き、一番良い方法を考えた

い。 

【町民】 

既存林については樹齢関係なく、すぐに伐採するということではないのか。 

【JFEE】 

長沼町の森林簿から伐期齢を確認し、適切な計画を立てて進めたい。伐採に関しては届出

が必要となっており、計画書を提出する必要があるため、順序に沿って進めたいと考えてい

る。隣町の由仁町で、国の実証事業を進めている。由仁町での取り組みを活かして長沼町の

事業を進めたいと考えている。 

【町民】 

昨今、太陽光や風力を設置する事業者による乱暴な開発が増えているので、そういったこ

とにならないように対応いただきたい。 

【JFEE】 

再生可能エネルギーの内容をしっかり理解したうえで進めたいと考えている。地域の理

解を得られない状況で無理やり進めるなど、そういったことは行わない。社会的に問題にな

る企業もいくつかございましたが、当社としてインフラ整備業者として恥じないような計

画にしていきたいと思う。町とも協議しながら進めていく。 

【町民】 

従業員４名を長沼町在住者で優先的に雇用するとあるが、この人数で植林事業ができる

のか。 

【JFEE】 

ＪＦＥエンジニアリング株式会社としての雇用人数は４名と想定しているが、事業の内

容によっては森林組合等へ外注を行うなどして対応していく予定である。例として、トラッ

クの運転手などは外注で行う予定のため、４名という人数より多くの人が関わると想定し

ている。 

 

【町議会議員】 

森林については、伐採してチップにするということは想定されていない。広葉樹と針葉樹
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が交配することによって土砂災害の対策がなされている。国が進めている皆伐による森の

若返りなどは、災害が起きてしまうということが専門家たちの意見としてある。民間企業は

営利を目的としているので、採算を合わせようとするため木をたくさん切ると思う。自然災

害の対策という点では木は切ってはいけないし、残さないといけないという専門家の意見

があるので、企業が参入することは求めていない。説明を聞くと、森林のあり方がどうある

べきかという説明がそもそもない。会社にとってのメリットしか考えられていない。下川町

の森林への取り組みをどう評価しているのか聞きたい。 

【JFEE】 

私たちが評価するものではないので、コメントについては差し控えたい。 

【町議会議員】 

専門家の意見としてあったが、森林を守っていくためには自然再生を目的とするべきだ

ということがある。木を切って再植林するということは推奨していない。御社の対応として

は社会貢献として踏み込める部分もあるのでそういった提案をいただきたい。 

【JFEE】 

専門家による様々な視点での意見がある。貴重なご意見ありがとうございます。 

 

（町長の挨拶で終了） 

 


